
�
Hく

灘
ヨ

同
組

G
迎

乞
艇

ll
C"

Z
い

「＋＜
侮

尽
糧

詳
細

想
定�

l日差
」

州市
聖母

醤
�

 
定

O
n

“
T

H
E

 G
R

E
A

T
 T

’A
N

G
 D

Y
N

A
S

T
Y

 G
E

N
E

R
A

L
'S

 G
O

O
D

 

a
n

d
 

T
’a

n
g

 
D

y
n

a
sty

 
C

a
v

es 
o

f 
T

ia
n

 
C

H
R

O
NI

C
L

E
”

 
D

E
E

D
 

（
 

ー円）
 

KAM
IY

A
 M

arik
o 

L
o

n
g

 
S

h
a

n
 

G
ro

tt
o

es 

P refe
ctur

al U
凶

versity
of Fine Ar

ts A
nd M

usic in 2005 
(vol.35) . 

T
ian L

ong Shan G
rottoes 

is a 
B

uddhist 
C

ave 
tem

ple 
w

hich 
w

as 

In
 th

is article w
e w

ill fo
cus on the inscription of 勺b

e
G

reat T
加

g
initially constru

cted during the E
astern

 W
ei D

ynasty
 and it is located 

D
ynasty G

eneral’s G
ood D

eed C
hronicle" w

hich has a specifi
c year 

People’s 
on 

the 
outski

rts 
of T

ai 
Y

uan 
C

ity 
in 

Sh血x
i

Provin
ce, 

refe
rence 

regarding
血

e
T

’ang 
D

ynasty 
C

aves 
of T

ian 
L

ong 
Shan 

T
he 

tem
ple 

com
plex 

w
as 

built 
interm

ittently 
R

epublic 
of C

hina. 

G
ro仕

oes.
“T

he
G

reat T
’ang D

戸i
asty

G
eneral’s G

ood 
D

eed C
hronicle" 

during
血

e
N

o吋i
em

Q
i and Sui D

ynasty an
d entered the height of its 

300N）沼妥

recounts that a cave w
as excavated in 707 but it is not know

n exactly 
prosperity during T

如
g

D
ynasty. 

I have previously w
ri枕

en
an article 

W
e w

ill estim
ate the original location of the inscription 

w
hich cave. 

about the research history and study of
也

e
T

i姐
L

ong
Sh如

G
rottoes

and exam
ine the excavation of th

e T
’ang D

戸
asty

C
aves described in 

published in the B
ulletin of A

ichi Prefe
ctural U

niversity of Fine Art
s 

the “T
he G

reat T
’ang D

ynasty G
eneral’s G

ood D
eed C

hr
onicle”． 

A
nd M

usic in 2004 
(vol.34）

阻
d

I also w
rote about the N

or也
em

Q
i 

D
ynasty C

aves of T
ian L

ong Shan G
ro伐oes

in the B
ulletin of A

ichi 

剛国揖制fu帆府軍捕州制政辰削閉



「大唐勿部将軍功徳記」 と 天館山石窟の唐代窟 に つ い て

は
じ
め
に

中国山
西省太原
市の
郊外に
位
置する
天
龍山石
窟は 、
東
貌乃至は

北斉に
か
けて
開盤が
始まっ
た
仏教石
窟寺
院で
ある。
造
営は
次の
陪

にも
継続し、
やがて
唐には
最盛
期を
迎える。
現在 、
窟
番号を
有す

る
の
は
合計二
十一
窟である
が、
唐代開墾と
思われる
窟は 、
その
半

数以上を占める。

天龍山
石
窟の
唐代に
造立された
仏
像
群は 、
優美で
写実
性あふれ

る、
独
特の
作風をもつ
もの
が
多く 、
中国仏教彫
刻史上 、
看過する

こと
ので
きない
存在と
して
高く
評価さ
れている。
し
かし、
保存状

態が
頗る
悪く 、
しかも
創建に
関する
文献史料が乏しいこと
もあり 、

具体的な
窟の
造営年代につい
ては
未だ解決をみない。

筆者はこ
れ
まで
天龍山
石
窟の
研究史 、
そして
天龍山
石
窟の
北斉

窟について
私見を
述べ
てきた。
本稿で
は 、
近年注目さ
れつつ
ある、

唯一
の
天龍山
石窟
唐代造営に
関わる
史料
「大唐勿部将軍功徳記」

（以下
「功徳記」）
を取り上げ、
そこに
記される
神龍二
年（七O六）

発願 、
同三
年
（七
O七）
完成の
唐代
窟につい
て、
若干の
考察をお

こ
ない
たいと
思う 。

「
大
唐
勿
部
将
軍
功
徳
記」
の
概
要
と
「
勿
部
将
軍」
に
つ
い
て

本
「功徳記」
は 、
もと
もと
天
龍山石
窟の
某所に
置かれ
てい
た
碑

文で
あっ
た
が、
現在 、
碑その
もの
は
残存しておら
ポ 、
碑文の
部
分

的な
拓
本が、
中国北京図書
館に
所蔵されている。
し
かし、
その
内

． 

容につい
て
は 、
清
代以降の
金
石著
作類のい
くつ
かでふれら
れて
お

り 、
比
較的注目されて
きた
史料であっ
たこと
がうかがえる。

『金石文字記』
の
編者 、
顧炎武は 、
本
「功徳記」
につい
て、
「今

在太原
勝天
龍寺後 、
将
軍名殉 、
其氏日ロ
部、
而部上
闘一
字 、
官至

天
兵
中軍副史
右金吾衛将軍 、
上
住園
開園公 、
輿其夫人
黒
歯氏造像

之
記、
其
文日
本支京
（東）
海 、
世食奮徳、
相虞不鵬 、
之奇族行 、

太上
懐邦 、
由余載格 、
蓋蕃将之揖唐者也」
と
紹介している。
以後 、

「ロ部
将軍功徳記」
と
して
表
記されて
きたが、洪顕撞
の
『平津韻碑

記』
巻五で
「口
部」
を
「勿部」
と一
字を
補っ
てからは 、
「勿部将軍

功徳記」
と
して
通称さ
れる
よ
うに
なっ
た。
従っ
て 、
本稿に
おい
て

も 、
「勿部将軍功徳記」
と
して
扱っ
てい
きたい。

まずは王
剥撰
『金石孝編』
巻六八に
掲載される
本「功徳記」
を、

文字等を
補いつつ
引用
する。
なお 、
本
「功徳記」
につい
て
は、
小

野勝年
氏が
すでに
和訳を
試みて
お
られ、
その
功績に
拠っ
たと
こ
ろ

が大きい。
大郭 唐

警 園.IL 部
茎 特
筆 雪徳記

番 、
故天
龍寺者 。
兆基有膏 、
替
摩惰季 。
蓋教理
蹄寂 、
載宅葱

山之
奥 。
禽室千高 、
捕E
崖由 。
因
「増修 。
世糖其美 。
夫其峯

轡
笈礁 、
丹翠
含鰻 、
漕木粛森 、
濫
泉
感情沸 。
或叫而合整 。
詰誇

者 、
則
恭
虚之秀麗也 。
雄絡徒久噴 、
調康荒閥 、
而遁種徳
者 、

砂降還険 、
固無虚月
着 。
大
唐天
兵中
軍副使・
右金吾衛将軍・

上
柱園・
道化郡開園公
園
部殉 、
本枝東海 、
世食蓄徳、
相虞不

‘’ 
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臓 、
之
奇族行 、
太上
懐邦 。
由余載格 、
歴
宮内外 。
以貞勤 、
瞭

徒天
兵重
錦 、
賓佐中軍 。
子神龍二
年三
月 、
輿
内子
楽
浪郡夫人

黒歯氏 、
即大将軍
燕公之中女也 。
麟京陵 、
越巨墾 、
出入吹宮 、

牽筆童
蔓 、
再休再咽 、
廼倉夫浄域君 。
於是
接足
曜己 、
舗住一

面 、
脂
規口
歴 、
歎未曾有 。
相輿倶時 、
護純善誓 、
博施財具 、

富以口上 。
奉為
先
尊及見存姻族 、
敬造三
世悌像井諸
賢聖 、

刻彫
園

相 、
百
一圃

荘厳 、
糞籍勝因 、
固資居往 。
聾三
年八月 、

功斯畢意 。
夫作而不記、
非盛徳也 。
遵化公
資孝馬忠 、
固

義市

勇 、
額額以園 、塞
連匪期 、
徳立口
行 、
事時
櫨順 、
塞既清只 、

人
亦
寧只 。
大
蒐之
隙 、
且
閲三
乗 。
然
則居業定功 、
於斯矯盛 。

光昭
帥府軍之
令徳、
可
不務
摩 。
故刻此
業石 、
以蛙廠問 。
其
辞目 、

口
錬明徳、
知
終至而 。
忠信孝敬 、
元
亨利而 。
摺戎衛服 、
要荒

誼市 。
乗縁詣覚 、
蹄口口口 。

大唐景龍元年歳在烏鶏首 、
十月乙丑朔 、
十八日
国

午建 。

口
部選宣徳郎折 、次子吏部
選上住園陳 、
次子上口口口 、

次子口
兵部選仲容 、
公笠天
園口
軍摺管口
義 。
（傍線筆書留）

続けて、
前掲
『金石文字記』
部
分と、
『潜研堂金石
文政尾』
の
引

用があり 、
さらに王
斑の
注記が以下のように
記される。

按此碑前題 、郭謙光文
及書 、
濁用築字而文則隷書瞳之
異者也 、

文云
輿内子
楽
浪郡
夫人
黒歯氏 、
撰
文人
稽人之
妻田
内子 、
亦
朔

見此碑末行記、
其
子又
及其靖 、
亦
輿他碑異例 、
黒
歯
氏属百
梼

複姓 、
唐書諸
夷蕃持侍有黒
歯常之 、
馬百
済西
部人 、
是高宗平

百済後蹄朝者 、
夫人其中女也 。
（傍線筆者）

本
「功徳記」
は 、
郭謙光に
よっ
て
撰文され、
神龍二
年三
月に
天

兵
中軍副
使・
右金吾
衛・
上
柱
国・
遵化郡開国の
肩書きをもっ

部
殉将軍」
が、
その
夫人で
ある
黒歯氏とと
もに
天龍
寺
（天龍山
石

窟）
を
訪れ、
先祖 、
及び
姻族の
ために三
世仏 、
及び諸
賢聖
像の
造

立を
発願し、
翌
神龍三
年八月に
完成 、
同年
（景龍元年 、
九月に
改

元）
十月十八日に
碑を
建立したこと
を伝えている。

撰文者郭謙光が如何なる
人物で
あっ
たかは
明らかで
ない。
また、

発
願者勿部殉につい
て
も
詳
細はわからない
が、
右金吾
衛は
宮中及

び
城下の
警護を
司る
軍職で、
『旧
唐書』
巻四
十四 、
『新唐書』
巻四

十九
等に
その
名がみえる。
ま
た、
上
柱園 、
遵化郡
（現在の
河
北省

の
地
方に
あ
たる）
開国
公とい
う
肩書きからして
も 、
かなりの
実権

をもっ
た
将軍であっ
たこと
が想像できる。

一
方、
勿部殉将
軍の
夫人
「築浪郡夫人黒樹氏」
は 、
ある
程度の

氏素性がわかる。
碑文中
「大将軍燕公」
と
は 、
王
剰の
注記による

と
黒
歯常之のこと
で、
勿
部
殉将軍
夫人はその
娘に
あたる。
黒歯常

之は 、
百済西部出身の
有能な軍人で、
高宗の
百済討
伐を
機に
入唐、

吐
蕃や
突厭討伐に
軍功を
挙げ
る
など 、
勇躍し
た人
物と
して
知られ

る
（『旧唐書』
巻一
O九 、
『新唐書』
巻一一
O） 。

小
野
勝
年
氏は 、
勿
部
殉
が
「
東
海」
の
出
身で
ある
こと
につい
て

「黒歯常之の
関係を
合わせて、
先づ
半島の
百済が
考えられ、
世食旧

徳により 、
世
襲
貴族の
生
ま
れ
を
う
かがわし
める。」
と
し、
さらに

「殉が常之の
女
婿になっ
たの
は
果たして
何時頃か明らかに
する
をえ 勿

( 1 3 ) 



「大唐勿部将軍功徳記』 と 天館山石窟の蔚代窟 に つ い て

ない
が、
神龍中 、
天
兵軍
副使に
任じ
たと
きはすでに
男子
研・
瞭等

が
箪職につ
き 、
女婿の
口
義も
同軍の
総管に
任じてい
たから、
本人

は
働き盛りの
年齢に
達してい
たで
あろう 。」
と
する。

なお 、
碑の
形状につい
て
は、
王
剰に
よる
もの
か 、
首題に
「碑高

四
尺五
寸 、
慶三尺七
寸 、
十八
行三
十一
字隷書郭謙光一
行家書在太

原
勝天
龍寺後」

（前掲
『金石孝編』） 。
子どもの

と
注記さ
れている

背丈程度の、
比
較的小さ
な
碑で
あっ
たようで
ある。
そして、
注目

すべ
きは、
前掲
『金石文字記』
にも
見える
碑の
所在地
「天龍寺後」

の
記載である
が、
この
件につい
ては
後で
少しふれ
たい。

従
来
の
見
解

こ
れ
まで、
本
「功徳記」
と
天龍山石窟と
の
関係につい
て
言及し

た
研究
者は、
決して
多いと
はい
えない。
最初に
両者の
関係につい

て
着目し
たのはマ
リリン・
リlで、
本
「功徳記」
の
英訳を
試み 、

勿部両夫妻が造立した
窟は、
第二
十一
窟にあたると
提言した。

第二
十一
窟を、
本
「功徳記」
にい
う 、
すなわち
神龍二
年三
月か

ら
翌三
年八
月造営
窟と
する
理由は、
様式研究に
拠ると
こ
ろ
が
大き

ぃ 。
作例と
して、
長安三
年・
四
年
（七O三・
四）
の
年号を
記す宝

慶
寺出土の
仏
禽や 、
書道博物
館所蔵の
景雲二
年
（七一
二
銘阿弥

陀知
来坐
像 、
ペ
ンシルパニ
ア
大
学付属博物
館所蔵の
神龍二
年銘菩

薩立
像など
を挙げ、
第二
十一
窟諸像の
様式と
接近している
こと
を

述べ
た上で、
本窟の
造立は
長安三
年から
景雲二
年の
間と
し、

曲

山石窟唐代窟の
中でも 、
最初期にあたると
した。

天龍

次に 、
前掲の
小野勝
年
氏が、
マ
リリン・
リlの
論
考を
受け 、
資

料紹
介と
して
本
「功徳記」
につ
い
てと
りあげ
たが、
内容の
中心は

あ
く
まで
碑文その
ものの
解釈で、
天
龍山石
窟にお
ける
原所在地ま

ではふ
れられなかっ
た。
し
かし、
天龍山石窟における
本
「功徳記」

の
重
要性につい
て
「造像記の
所在が
確定すれば 、
仏像の
製作年代

も
明らかにされ 、
様式の
基
準を
提供する。
中国金石家が果たして、

悉く
現
場に
到っ
て
録し
たと
は
思わ
れ
ない
が、
恐らくは、
当初 、

窟の
入口に 、
この
碑記が
桜入され
たので
はある
まい
か 。」
と
追記し

ている。
な
お 、
小
野
勝
年
氏は、
マ
リリ
ン
・
リ
lのい

う
「二

十一
窟」

「十九
窟」
と
誤解して
記している
ため 、
修正の必
要があること
を
指

摘しておきたい。

その
後 、
顔
嫡
英が
「天龍山
石
窟的再省
貯」
で、
本
「功徳記」
に

つい
て
取り上げ、
やはり
様式研
究の
見地から、
碑の
原所在地 、
す

なわち勿部殉将軍夫妻造立の
窟を
推定した。

顔
娼
英は、
天龍山
唐代
窟に
多く
見ら
れる
三壁三
仏の
構成を
持つ

窟は
合計九
窟あり 、
碑文中の
コ二
世仏」
造立も
含め 、
こ
れ
らの
造

像背景には、
華厳思想があること
を指摘した。
そして、
マ
リリン・

リーが
勿部珂将
軍の
造立
窟を
「二
十一
窟」
と
し
たのに
対して、
神

龍二
年から
同三
年と
い
う
年
代を
考えると、
第六
窟に
あてるの
が
相

応しいと
述べ
た。

さ
らに
近
年の
見解と
しては、
天龍山
石
窟に
関する
論考を
数多く

出している、
李裕群の
発表がある。
李
裕群は、
現地
調査の
成
果を

もと
に 、
現
在天龍山石窟
唐代窟の
うち
碑の
痕跡を
残すもの
を
選定

司E

石

( 1 4 )  
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第 1 5窟 門 口 と 碑の痕跡

し、

そ
の
中
か
ら
本
「
功
徳
記」

碑
の
原
所
在
地
を
推
定
し
よ
う
と
試
み
た。

そ
の
結
果、

最
も
適
合
す
る
の
は
第
十
五
窟
で、

し
か
も、
「
三
世
仏」

の
条

件
に
見
合
っ
た
三
壁
三
命
の
構
造
を
も
ち、

様
式
的
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と

か
ら、

勿
部
殉
将
軍
夫
妻
の
造
立
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
と
言
及
し
た。

以
上 、

本
「
功
徳
記」

が
刻
ま
れ
て
い
た
碑
の
原
所
在

現
在
の
と
こ
ろ、

生出

つ
ま
り
神
龍
二
年
か
ら
同
三
年
の
造
立
窟
は、

第
六
窟 、

第
十
五
窟 、

第
二
十一
窟
の
三
説
が
挙
げ
ら
れ
る。

天
龍
山
石
窟
の
唐
代
窟
と
碑
の
原
所
在
地

天
龍
山
石
窟
唐
代
窟
で、

本
「
功
徳
記」

に
記
載
さ
れ
た
条
件
を
充
た
す

窟
は、

果
た
し
て
い
く
つ
あ
る
の
か。

天
龍
山
石
窟
は、

も
し
く
は
風
化
に
よ
っ
て
原
形
を

殆
ど
の
窟
が
盗
掘、

留
め
て
い
な
い
た
め、

様
式
的
な
判
断
を
お
こ
な
う
こ
と
は
容
易
で
な
く 、

大
規
模
な
破
壊
以
前
に
撮
影
さ
れ
た
写
真、

及
び
世
界
中
に
散
在
す
る、

部

分
的
な
仏
像
彫
刻
か
ら
考
察
せ
ざ
る
を
得
な
い。

「
功
徳
記」

に
記
さ
れ
た
造
像
の
状
況
に
つ
い
て

は
っ
き
り
と
分
か
る

」
と
は

世
仏

及
び
諸
賢
聖
像
を
造
立
し
た
こ
と
で
あ
る。

通
常

窟
内
で
三
世
仏
を
配
す
る
な
ら
ば、

門
口
と
な
る
方
角
以
外
の
壁
面
中
央
に、

一
体
ず
つ
如
来
像
を
置
く
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う。

さ
ら
に
「
諸
賢
聖」

な
ら
ば

そ
の
両
側
に
何
体
か
の
脇
侍
が
並
ん
で
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る。

但
し、
「
諸
賢
聖」

が
菩
薩
な
の
か

も
し
く
は
こ
れ
ら

経
漢
な
の
か

両
者
を
記
す
の
か
は
分
か
ら
な
い。

門
口
両
側
に
仁
王
像
を
配
す
る

ま
た、

例
も
多
く
み
ら
れ
る
の
で

そ
れ
ら
を
含
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る。

表
1
に、

唐
代
窟
内
の
構
成
と
規
模
の
概
略
を
記
し
た。

天
龍
山
石
筋
は、

第
十
九
窟
と
第
二
十
窟
以
外、

南
面
し
て
穿
た
れ
て
い
る
た
め、

北
壁
が
正

壁、

東
壁
が
左
壁、

西
壁
が
右
壁
と
な
る。

こ
れ
ら
十
五
の
唐
代
窟
の
中
で、

三
世
仏、

及
び
諸
賢
聖
像
を
造
立
し
た
痕
跡
を
も
っ
三
壁
三
仏
檎
成
の
窟
は、

第
六
窟 、

第
十
二
窟 、

第
十
五
窟 、

そ
し
て
第
十
七
館
か
ら
第

第
十
一
筋 、

二
十
一
窟
で、

前
掲
の
顔
畑
英
が
指
摘
し
た
よ
う
に
九
窟
を
数
え
る。

勿
部
殉
将
軍
夫
妻
の
造
立
に
適
さ
な
い
窟
は
ど
れ

で
は、

九
窟
の
う
ち、

か。

ま
ず、

窟
の
大
き
さ
か
ら
見
た
場
合、

第
十一
窟
と
第
十
九
窟
が
挙
げ

ら
れ
よ
う。

こ
れ
ら
二
窟
は、

施
主
で
あ
る
勿
部
殉
夫
妻
の
地
位
や
財
力
を

考
え
た
場
合、

あ
ま
り
に
小
規
模
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る。

繰
り
返
し
と
な
る
が、

神
龍
二
年
三
月、

勿
部
両
将
軍
夫
妻
は
「

越
臣
室 、

出
入
吹
宮 、

準
轡
藍
蔓 、

再
休
再
咽 、

つ
ま
り、

険
し
い

廼
危
夫
浄
域
鷲」

谷
を
越
え、

窪
地
を
出
入
り
し、

草
木
を
押
し
分
け
な
が
ら
漸
く
浄
域
（
天 石

( 1 5 ) 
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「大底勿部将軍功徳記」 と 天徳山石踏の唐代窟 に つ い て

天 龍 山 石窟唐代窟内 の 構成 ・ 規模の概略

lil! 北壁 （正壁） 耳ill£ （左:!1£) 西壁 （右壁） 結 （主室） 内 寸 法

4 羅漢 ・ 中尊 · f.lll漢 菩磁立像 ・ ！協侍 菩磁立（象 ・ 脇f'# l 辺約 1 .4m、 高 さ 1 .9111の正方Jf�

5 中尊 脇侍 ・ （比丘 ？ ） l協侍 中高 1 .4111、 高 さ 1 .3111の仏命｝�

6 羅漢 ・ 中尊 ・ 縫漢 蓄量産 立像 ・ 仏情 像 ・ 脇｛寺 脇｛寺 ・ 仏坐｛象 ・ 脇侍
l 辺 約 l .3m 、 高 さ i .8m の 方 形
（門 口 両国tlに仁王）

7 緩漢 中 尊 ・ 羅漢 脇侍 脇｛寺 幅90cm、 奥行70cm、 高 さ l .2mの方形

9 （上層） 大仏情像 （下宿） 十一面観音立像 （下問） 普賢 ・ 文殊
上 下 二 層 構造 、 大 仏 ｛奇 像 は 高 さ
7.3111. 十一面観音立像は高 さ 6 m

I I  羅漢 ・ 中尊 ・ 羅漢 菩薩 ・ 仏｛奇像 仏坐像 ・ 菩薩 幅70cm、 奥行84cm、 高 さ 90cmの方形

1 2  羅漢 ・ 中尊 ・ 羅漢 脇侍 ・ 中尊 ・ j協侍 脇｛寺 ・ 中尊 ・ 脇侍
幡 l .4m、 奥 行 l .2m、 高 さ l .7mの
方 形 （門 口 向。111に舎利塔）

1 3  脇侍 ・ 中尊 ・ 脇侍 幅G3cm、 高 さ 75cmの仏命形

1 4  脇侍 ・ 中尊 ・ 脇侍 l協［寺 ・ 中斡 （菩薩半蜘） 中尊 （菩薩半釧） ・ 脇｛寺 直径3.Gmの 円 形

1 5  脇侍 ・ 中事事 ・ 脇侍 l協｛寺 ・ 中毒事 ・ 脇待 脇｛寺 ・ 中事事 ・ 脇侍
幅 2.4m、 奥 行 2 . l m、 高 さ 2. l m の
方形 （門 口 両恨ljに仁王）

！ ？  脇侍 ・ 中尊 ・ 脇f寺
脇侍 （坐像） ・ 脇侍 （立像） ・ 中 脇侍 （坐｛融） ・脇待 （立像） ・ 中 煽 2.0m、 奥行 2.0m、 高 さ 2. l m の
尊・脇侍 （立像） 脇侍 （坐像） 毒事 ・ 脇侍 （立像） ・ 脇侍 （坐像） 方形 （ 門 口 両 側 に 仁王）

1 8  脇侍 （坐像） ・ 脇侍 （立像） ・ 中 脇｛寺 （立像H I �侍 （坐像） ・ 中 脇侍 （坐像） ・ 中 毒事 ・ 脇侍 幅2. l m. 奥行2.6mの方形
車事・脇侍 （立像HIS侍 （坐像） 尊 ・ 脇侍 （坐像） ・ 脇侍 （立像）

1 9  （東壁） 経漢 ・ 中毒事 ・ 緩淡 （筒:!1£） 菩 議 ・ 仏｛奇像 （北壁） 仏坐像 ・ 菩薩 繍 l .2m、 奥行 l . I mのほぼ円形

20 （東箆） 経 j業 ・ 中尊 ・ 緩淡 （南\l;\:） 菩盛 ・ 仏僑像 ・ 文殊 （北壁） 普賢 ・ 仏 ・ 蓄量産 直径 3 mの 円 形

2 1  2事侍 ・ 中尊 ・ 脇侍 脇侍 ・ （中尊 ？ ） ・ 脇侍 脇侍 ・ （中尊 ？ ） ・ 脇侍 幅2.4m、 奥行2.6m、 高 さ 2.7mの方形

表 l

参考 林良一 ・ 鈴木潔 「天竜山石窟の現状J （『仏教芸術』 1 4 1 号、 I 987 年） 、 李裕群 ・ 李鋼編 『天徳山石窟』 （科学出版社. 2003 年 ） 。
仁コ は、 各墜に如来形の中尊が配 さ れ る 、 い わ ゆ る 三墜三仏精成の腐を 示す。

龍
山
石
窟）

に
辿
り
着
い
た
の
で
あ
る。

天
龍
山
石
窟
は

石
窟
寺
院
と
し

て
創
建
さ
れ
た
た
め 、

鑑一
日「刷 、

当
初
は
僧
も
住
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が、

恐
ら
く、

惰
の
開
皇
四
年
（
五
八
四）

に
第
八
窟
を
造
立
し
た
以
後 、
訪
れ

る
者
も
僅
か
で、

夫
妻
が
礼
拝
し
た
時
に
は、

か
な
り
荒
廃
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る。

神
龍
二
年
は、

再
び
中
宗
が
復
位
し

周
を
建
国
し
た
則
天
武
后
が
没
し、

た
翌
年
に
あ
た
る。

固
に
新
た
な
風
が
吹
き
始
め
た
頃 、

勿
部
殉
夫
妻
は
天

龍
山
石
窟
に
登
馨
し

お
よ
そ
百
二
十
年
ぶ
り
に

こ
の
地
で
仏
像
の
造
立

を
発
願
し
た
の
で
あ
る。

勿
論
「
功
徳
記」

が
い
う
よ
う
に、

造
立
の
目
的

は
あ
く
ま
で
先
尊

姻
族
の
た
め
で
あ
ろ
う
が

そ
の
背
景
に
は
記
念
的
事

業
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

そ
う
考
え
る
と、

彼
ら

が
造
立
し
た
窟
は、

や
は
り
あ
る
程
度
の
規
模
を
備
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る。

続
い
て
残
り
七
窟
の
う
ち
か
ら、

彫
刻
様
式
を
中
心
に、

神
龍
二
年
か
ら

同
三
年
と
い
う
造
立
年
代
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

。

表
2
は、

唐
代
窟
に
つ
い
て、

特
に
具
体
的
な
造
営
年
代
を
提
示
し
た、

主
な
研
究
者
の
見
解
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る。

先
学
の
造
立
年
代
と
照
ら

し
合
わ
せ
つ
つ、

勿
部
殉
将
軍
夫
妻
造
立
の
窟
に
合
わ
な
い、

す
な
わ
ち
神

龍
二
年
か
ら
同
三
年
の
造
立
年
代
か
ら
懸
け
離
れ
る
窟
を
挙
げ
る
な
ら
ば、

ま
ず
第
十
七
窟
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う。

第
十
七
窟
の
諸
像
は、

全
体
に
形
式
化
し
て
お
り、

他
の
唐
代
窟
諸
像
と

比
べ
て
瑞
々
し
い
自
由
な
感
覚
が
欠
け
て
い
る。
曲面
布
川
寛
氏
は
「
八
世
紀

日

と
さ
れ
て
い
る
が、

大
方
の
見
解
は、

唐
の
絶
頂
期
を
過

初
頭
の
武
周
期」

ぎ 、

下
降
に
突
入
し
た
こ
ろ
の
造
立
と
位
置
づ
け
て
い
る。

天
龍
山
石
窟
唐

代
造
営
の
中
で
も、

末
期
に
あ
た
る
頃
と
見
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る。

‘’ 
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表 2 唐代窟造営年代 の 主な見解 （諸家別）

ム： 4 5 6 7 9 I I  1 2  1 3  1 4  1 5  1 7  1 8  1 9  20 2 1  主な論文 ・ 書籍等

唐前 唐前 唐前 唐前 唐前 唐後 唐後 。
期 期 期 期 期 期 期 the flfih 印 the four 

Osvald Siren (700- (700- (700- (700- (700- (7 1 0- (7 1 0- teenth century 
7 1 0  7 1 0  7 1 0  7 1 0  7 1 0  720 720 vol I ～ IV , LONDON 
年） 年） 年） 年） 年） 年） 年） ( 1 925) 

玄宗
開元

開元 「 唐 代 の 仏 像 彫 刻 J
5 窟 に 則天 5 窟 に （上） 関 元 末 開元 げ仏教芸術』 仏 1 950
接近 し 期、 接近 し 五代、 (713- 朝 (74 1 初 (7 13- 年‘ 『中 国 の仏教美術』水野清一 た 8 世 700年 た 8 世 唐 （下） 741 唐 唐 (7 1 2- 唐 年） に

(713- 唐 唐 741  平凡社、 1 968年所収入
紀初 代初 紀初 唐 年） 頃

756 及ん 723年
年） 頃 但 し 、 4 窟 と 6 窟 が混年）

だか 頃） 同 し て い る ．

則 天 則 天
玄宗 「新収品研究 ・ 紹介末年 末年
初葉 旧 長尾氏蔵薬師知来坐

西川新次 頃 頃 (7 1 3  像 と 天竜山如来筒像J(700 (700 
年前 （ 『 MUSEUM 』 l I l 、年前 年前
後） 1 960年｝ ．後） 後｝

山本智教 8 世紀 7 世紀 8 世紀 8 世紀 7 世紀 7 世紀 7 世紀 8 世紀 8 世紀 8 世紀 8 世紀 8 世紀 「天龍山石窟」 （ 『密教
初 末 初 初 末 末 末 初 初 初 中 頃 初 文化』 55号、 1 9 6 1 年） 。

THE SCULPTURE 
（東西 OF T'IEN LUNG SHAN 

開 元 ・ 開元 ・ 開元 ・ 開元 ・ 壁） 開 開元 ・ 開元 ・ 長安
: RECONSTRUCTION 

開元 開 元 開元 天宝 天宝 天宝 開元 天宝 夫宝 元半ば 天宝 天宝 3 －景 AND DATING 
貼RRY (730年 ART/BUS ASIAE 
VANDE町TAPP凹 ・ 後半 末 後半 年間 年間 年間 半ば 年間 半ば 頃） 、

年間 年間 飽 2 27-3 ( 1 965) . 
MARYLIN 由也 (730 (740 (730 (7 1 5- (7 1 5” (7 1 5- (725 (71 5- (750 

（北壁）
(7 15- (7 1 5- (703-

A T'ang-Perriod 年頃） 年） 頃 年頃） 750年 750年 750年 年頃） 750年 年頃）
開元末

750年 750年 7 1 1  
Stele lnscnption Cave の間） の問） の問） の問） (735年 の間） の間） 年） XX! at  Tien-lung Shari’ 

頃） Arch iv，田 of Asian 
Art 28 ( 1 974-75) . 

（東西
壁）
700- 「天砲山唐朝窟編年試

680- 680- 7 1 0  700- 730- 7 1 0年 7 1 0『 論」 （ 『町 田 申 ー先生古
鈴木潔 700年 700年 720年 7 1 0年 750年 頃、 720年 稀記念会編 論鍛仏教

頃 頃 代 頃 頃 （北壁） 代 美術史』 吉川 弘文館、
730- 1 986年｝ ．

750年
頃

『天竜山石窟分期研免

673- 673- 673 673- 681 - 681 - 68 1 - 681- 681- 681 - 673- 681 - 681 - 68 1 - 68 1 - （ 『考古学報』 1 992年 1
李裕群 68 1 年 68 1 年 681 年 6 8 1 年 704年 704年 704年 704年 704年 704年 681年 704年 704年 704年 704年 期 ） 。 『 天 竜 山 石 窟 』

（科学出版社、 2003年．
李鋼 と の共著） 。

容宗
中 宗 中 宗 中 宗 弱 か ら 1 8窟 2 1 窟

開元 『天砲山石窟的再省勤
朝 朝 朝 開元 に遅 にす ぐ

初 （『中央研究院歴史語言
顔嫡英 (705- (705 (705- 初 れ て に続 く (713  研究所会議論文集之四

7 1 0  7 1 0  7 1 0  (7 1 0- 造営 （開元 年頃） 中 国考古学之整合研
年） 年） 年） 7 1 3年 初） 究』 1 997年） ．

頃）

1 4窟

開元 8 世紀
よ り も

開 元早 い I階 ・ 唐の石窟彫刻」年間 初 開 元
(713-

（ 『世界美術大全集 東曽布川寛 (7 1 3- (690-
年間

741  
洋編 4 階 ・ 唐』 小学74 1 704 (7 1 3- 年） 初 館、 1 997年） 。年） 年） 741 頃

年）

鼠 も 遅 巌 も 遅
700年 700年

4 . 5 < 750 く 750 『中国 の仏教美術ー後
久野美樹 窟に 年頃 年頃 漢 代 か ら 元 代 ま で 』頃 頃 続 く ま で に ま で に （東1言堂． 1 999年〉 。

は造立 は造立

( 1 7 )  



「大唐勿部将軍功徳記」 と 天龍山石窟の唐代窟 に つ い て

続いて、
削られる
ものと
し

で てあ 挙る （16） げ。 ら
第 れ
十 る
八 の
窟 はは、 第ヴ 十ア 八ン 窟

ダースタツペ
ンが、
北壁と
東

西壁諸像の
様式が異なること

を指摘して
から、
東西壁の
諸

像よりも 、
北壁の
仏像群の
制

作年代が
やや遅れる
見方が

有力である。
鈴木潔氏は北壁 、

天龍山石窟諸窟平面図

東西壁の
形式上の
相違点をい

くつ
か挙げ
るとと
もに 、
彫刻

様
式に
つ
い
て
東
西
壁
諸
像を

「肉体各部の
起
伏の
変
化を
的

確に捉え 、
張りの
ある
面の
抑

揚として
表す知的な肉付けを

みること
がで
きる。」
’－ 、
LVL

1〆、

J1A吋

壁を
「第十七
窟と
同
様に 、
肉

の
弛みをくびれの
線刻によっ

て
説明し、
肉付け自体は硬く

単調で
ある。」
と
する。
そし

て
「常識的には側壁の
後ろに

奥壁が
削り出されたと
考えら

れよう 。」
と
し、
東西
壁
諸像

は七OOから七一
O
年 、
北壁

は七三O
年から七五O
年噴の
制作と
述べ
られた。

第
十八
窟
東西壁の
諸
像は、
作
風から
見れ
ば、
神龍二
年から
同三

年の
造立
年
代と
して
も差
支えなさ
そうだが、
三
世仏を
発
願する
か

らに
は、
三
壁を
同時に
着手し
ないと
い
うこと
はありえない。
従つ

て、
第十八
窟も
勿部
殉将軍夫
妻の
造立した
窟には
あて
はまらない

とい
えよう 。

残すと
こ
ろ 、
第六
窟、
第十二
窟、
第
十五
窟、
第二
十窟、
第二
十

一
窟が、
可
能
性と
して
挙
げられる。
ここ
から、
さらに
絞り
込むと

なると、
第二
十窟が省かれる。

本窟は、
隣接する
第十九
窟と
と
もに
異
例の
西
面で
窟を
穿ち

峰最西
端の
グル
ープに

位置する。
従
来の
窟と
は
異なり 、
東壁を正

壁と
して
造立し、
し
かもわざ
わざ
離れた
場
所を選
択する
の
は

常では
考えに
くい。
また、
顔娼英は、
本窟に
造立された
騎獅文殊

菩薩像 、
騎象普賢菩薩像を、
華厳思想の
影響による
ものと
する
が、

造営年
代が
下がると
思われる
第九
窟にも 、
こ
れら
特殊な二
像が
配

さ
れている
こと
を
考えると、
本窟の
造立を
神龍二
年から
同三
年に

あてはめるのは、
柳か疑問を
感じる。

マ
リリン・
リ
lの
「第三
十一
窟説」
に
も
賛成し
がたい。
第二
十

勿部殉将軍夫妻の
造

立規
模と
して
は
相応しい
が 、
様
式
的に
は
やや成
熟しすぎてい
て、

一
窟は、
第九
窟を
除い
て
石窟中最大で
あり 、

神龍二
年から
同三
年には
早すぎると
思わ
れる。
ヴア
ン
ダース
タツ

ペ
ン
やマ
リリン・
リーがい
う
天
龍山
石窟
唐代最初期の
造立と
い
う

よりも 、
他の
研
究者が
述べ
る
ように 、
それよりもやや遅れた
容宗

朝から
玄宗朝初め
頃の
造立と
見なしたい。

電，, 

西

( 1 8 ) 

通



愛知県立芸術大学紀要 No.36 (2006) 

やはり
第二
十一
窟が勿
部
殉将軍

夫
妻の
造立
窟と
は
思えない。
本
窟は 、
第二
十
窟と
同様 、
東西
峰に

わ
たっ
た
石窟中で、
最も
西に
位
置している。
第二
十窟のと
こ
ろで

も
少し
述べ
たが、
夫
妻が
初めてこ
の
地を
訪れた
時 、
少なくと
も
東

峰の
第一
窟から
第三
窟、
第八
窟と、
西
峰の
十窟、
十六
窟の
六
窟が

すでに
造立さ
れてい
たわ
けで
ある
から、
最も
離れた
第二
十一
窟の

地を
選定するの
は、
やはり
不
自然とい
えよう 。
残
念な
がら
第二
十

一
窟は
崩壊寸前の
窟で
あっ
たため 、
現
在はコ
ン
クリ
ートで

門口
が

塞がれている。
内部を確認すること
は、
非常に
困難である。

最後に 、
第十二
窟も 、
勿
部
殉将軍夫妻の
造立
窟と
して
は
否定し

たい。
本
窟は、
門口
両側に
舎利
塔形の
仏禽を
彫り
出し、
しかも
天

福六
年
（九四一）
をはじめ 、
天
会五
年（九六一）
と
天会八
年（九

六四）
の
題記を
刻むとい
明 。
規模から
すれば、
窟内に
本
「功徳記」

碑を
建立
する
余地は
無さ
そう
なの
で、
当然
窟外 、
恐らく
門口
付
近

に
造られると
思う
が、
こ
れ
らの
寵や題記があると
い
うこと
は、
そ

加えて
立
地の
状
況から
見て
も 、

の
可能性が
低いと
考えられる
からで
ある。

以上により 、
神龍二
年から
同三
年に 、
勿部瑚
将軍
夫
妻によっ
て

造立さ
れた
窟、
すなわち
「功徳記」
が
刻まれた
碑の
原
所在地は、

顔
嫡
英が指摘する
第六
窟、
李
裕群が
指摘する
第十五
窟の
ど
ちらか

二
窟で
あっ
たと
推定し
たい。
両
者と
もに 、
様式的に
は
神龍二
年か

ら
同三
年の
造立に
あては
まりそう
だが、
どちら
が
該当する
か 、
今

のと
こ
ろ
積極的な
根拠を
提示すること
はで
きない。
碑の
痕跡を
重

視した
場合 、
第六
窟門口
西側にも 、
人
為
的に
何かを
削り
取っ
た
痕

跡があり 、
気に
なると
こ
ろで
はある
が、
寸
法を
考えると、
李裕群

のい
う
第十五
窟が相応しい
ように
思われる。
さらに
『金石掌編』

撰者王
剰の
注記がい
うように 、
碑の
原所在地が
「天龍
寺後」
で
あ

と （21) る、 な第 ら十 ば五
窟 天の 輯
位 等置 が
同 西

峰
概

草 壁
盾 4
2 層い y
� Q 
� ！� 
2 霊されたと

なる

ま
と
め

高祖李淵は、
大業十三
年（六一
七） 、
太原留守と
なり 、
この
地で

挙
兵し
唐を
建国し
た。
以後 、
太
原は
唐の
礎を
築い
た
地で
あるとと

もに 、
外
敵を
臨止する
要塞地と
して、
さらに
重
要視さ
れる
ように

なっ
た。
特に
則天武
后は、
自分の
故郷でもあっ
たこと
から、
長寿

元年（六九二） 、
晋陽
（太原）
を
北
都とし、
長安 、
洛陽と
並ぶ
都に

定めた。
則天武
后が
没すると、
北
都の
名は一
時
廃さ
れる
が、
玄宗

の
時に
太原府が
置かれ、
再び
北都と
称される
ようになる。

朝
鮮半
島から
唐へ
渡り 、
軍事上の
重
要任務を
担う地
位に上りつ

めた
勿
部
拘将軍 、
そして
夫人は、
神
龍二
年 、
城から
数十キロ
離れ

た石
窟寺院で、
造
仏を発
願し
造
像
記を
残した。
活気に
満ち
た城
下

に
比べ 、
荒
廃しつつ
ある
石
窟寺院の
様子を目の
当
たりにし
た時 、

かつ
ての
興隆を
偲ぶ思い
もあっ
たに
ちがいない。

本稿で
は、
本
「功徳記」
の
重
要性を
改めて
確認すること
はで
き

たが、
彫刻様式からの
考察には、
十
分に
及ぶこと
ができなかっ
た。

天龍山
石
窟の、
独特の
作風がどの
よ
うに
誕生し
たの
か 、
外来様式

の
受容と
発
展が
大きな
鍵になると
思われる
が、
こ
れらの
課題を
含

め 、
今
後は
復元的な
考
察とと
もに 、
天龍山石窟唐代窟の
編年を
試

( 1 9 ) 



「大唐勿部将箪功徳記」 と 天纏山石腐の唐代窟 に つ い て

み
た
い。注

( 1 )  

拙稿「天龍山石窟の研究｜研究史と問題点｜」
（『愛知県立芸術大学

紀要』
三四号 、
二OO五年） 。
同「天龍山石窟北斉窟に関する一
考察」

（『愛知県立芸術大学紀要』
三五号 、
二OO六年） 。

(2 )  
近年 、
天龍山麓の聖書時寺東側の溝から 、
碑の断片が発見された 。李

裕群・
李鋼編著『天龍山石窟』（科学出版社 、二
OO三年）
によると 、

その断片は高さ四0センチ 、
幅二九センチ 、
厚さ一
八センチの寸法を

した石灰岩質のもので 、
題字「大唐口部将軍功徳記」
を含め 、
八行ほ

どが刻まれている 。

(3 )  

『金石文字記』
巻三 。

「今 、
太原懸天龍寺ノ後ニ将軍名殉アリ 。
其氏口部ト日夕 、
而シテ

部ノ上一
字ヲ欠スル 。
官ハ天兵中軍副史・
右金吾衛将軍・
上柱園開

園公ニ至リ 、
其夫人黒歯氏トトモニ造像シ之ヲ記ス 。
其文日ク本支

ハ京（東）
海ニアリ 、
世旧徳ヲ食ム 。
虞ガ麟セザルヲ相ウテ 、
之奇

ガ族ヲアゲ太上ノ俊邦ニ
行キ 、
由余ガ載チ格リ 。
益シ蕃将之唐ニ
帰

スル者ナリ」 。

(4 ) 

『金石掌編』
二 、
険西人民美術出版社 、
一
九九O年 。

(5)  

小野勝年「右金吾衛将軍勿部殉の功徳記についてl天龍山の百済の

一
帰化人｜」
（『史林』
七一
巻三号 、
一
九八八年） 。

(6)  

『潜研堂金石文政尾』
巻五 。

「右
園部将軍功徳記唐時井州置天兵軍
一幽部殉以右金吾衛将軍第天

兵中軍副使因造三世悌像於太原之天能寺碑文八分書而首行郭謙光文

及書六字則築書金石文字記閥謙光之名今様石本補之殉妻黒歯氏燕園

公常之之中女常之百櫨関西部人市此碑亦有本枝海之語金石文字記作京海誤

疑殉亦系出百済奥常之同降唐者爾碑末題景龍元年歳在鶏首弱首於十

二
次属土木是年太歳在丁未也」
（『石刻史料叢書乙編之十一
潜研堂金

石文政尾』
二 、
芸文印書館 、
一
九六八年より 。
但し「勿」
は筆者が

補ったて

( 7 )  
「命銚崇等北伐制」
に 、
開元二
年（七一
四）
の突販侵略の前鋒総管

として「右金吾衛将軍勿部殉」
の名がみえる（『唐大詔令集』
巻一
三01

また 、
『平津讃碑記』
巻五にも 、
このことが紹介されている 。

(8 )  

前掲注例 。

(9 )  
玄白qE回
忌・
何回比四 宮〉
寸告個司町民白色mg－四回gn弘司昆口国
包品。曲〈開
討対－
a

ヨ冊目ιFgmgg s、曲、
S
S
号

、白ト室
、昌司－
M∞・
54
2臼・

(10) 
注側マリリン・
リlの論考よりも 、
十年前に発表されたヴアンダー

スタツペンとの共著では 、
第二十一
窟の造営年代を景雲二年（七一一）

頃としている 。
E
S
SES
喜志ロ・
玄個々－S
EM
i吋
自由
25
2E

円、。zom国〉Z
一
回同開。。zm
－『mCの．Ha問。z

。
司

．叶隠Z

〉ZU
。〉
dZ0 2

弘同『匂
門、旬
、島区同・
N
E－－由国印・

）
 
－

 

1
 
（

 前掲注同 。

（ロ）
顔嫡英「天飽山石窟的再省思」
（『中央研究院歴史話言研究所曾議論

文集之四
中国考古事奥歴史拳之整合研究』
一
九九七年） 。

(13) 
李裕群の調査によると 、
第十五窟門口の
東側に 、
人為的に削り盗ら

れた亀鉄上の碑の痕跡があり 、
その寸法は 、
高さ九八センチ 、
幅六七

センチで 、
北京図書館所蔵の拓本の寸法と一
致するという（前掲注同 、

李裕群・
李鋼『天龍山石窟』） 。

。-

( 20 ) 
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( 2 1 ) 

『金石翠編』
の撰者王剰の注記がいう「功徳記」
の碑の大きさは 、

高さ約一
三五センチ 、
幅約一一
0センチで 、
李裕群が指摘する第十五

窟門口東の碑の痕跡より若干大きいと思われるが 、
碑全体の大きさを

考えれば 、
全く否定するものでもなかろう 。

(14) 

外村太治郎・
平田銭撮影『天館山石窟』
金尾文淵堂 、
一
九二二
年 。

図版第六七図1第七三図を参照 。

(15) 

東洋編4
惰

曽布川寛「惰・
唐の石窟彫刻」
（『世界美術大全集

唐』
小学館 、
一
九九七年） 。

(16) 
前掲注側 、
図版第七四図S第七八図を参照 。

）
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1
 
（

 
自 菌
2 詰

(18) 
鈴木潔「天龍山唐朝窟編年試論」
（『町田甲一
先生古稀記念会編
論

叢仏教美術史』
吉川弘文館 、
一
九八六年） 。

(19) 
前掲注側 、
図版第七九図を参照 。

(20) 
田中俊逸「天寵山石窟調査報告」（
『一悌教学雑誌』
巻三 、
一
九二二
年） 、

常盤大定・
関野貞『支那悌教史蹟』
第三集評解「山西天龍山」
（一
九二

六年） 、
前掲注同 、李裕群
・

李鍋『天龍山石窟』
等で紹介 。
なお 、
第二

十一
窟にも天福六年の題記があるという 。

）
 
1

 
2

 
（

 李裕群は 、
天龍山石窟草創にあたる 、
皇建年間（五六O）
建立の天

龍寺を 、
西峰の第十六窟と見なしている（前掲注同 、
李裕群・
李鋼編

著『天龍山石窟』） 。
筆者もこの
意見に賛成である
（前掲注川 、
拙稿

「天龍山石窟北斉窟に関する一
考察」） 。


